
４ 飼料作物 

１）いね科牧草 

病 害 虫 名 防 除 時 期 防     除     方     法 備    考 

雪腐小粒 

菌核病 

秋期 ○ 窒素過多で発生が助長されるので、根雪前の追肥

（窒素）は控える。 

○ 適期に播種し、越冬前に十分な株を作る。 

○ 耐雪性品種を用いる。 

褐色雪腐病 秋期～春期 ○ 停滞水が生じないよう、排水を良好にする。  

葉腐病 夏秋期 ○ 高温多湿が予想される場合は利用を早めて過繁茂

にならないようにし、窒素の過用や硫酸根肥料の

施用は控えてリン酸、カリを十分に与える。 

○ 雨天下での刈取りを避ける。 

 

すじ葉枯病  ○ 常発地ではまめ科牧草を混播するほか、刈り高を

やや低めにする。 

○ 抵抗性品種を用いる。 

冠さび病 夏秋期 ○ 若刈りを励行する。 ○ 抵抗性品種を用いる。 

アワヨトウ 発生初期 ○ 対象害虫の発生初期に刈取りを行う。  

ムギダニ 晩秋・早春 ○ 適時の更新に努め、秋季播種前にプラウ耕により

卵を深く埋没させる。 

 

 

２）まめ科牧草 

病 害 虫 名 防 除 時 期 防     除     方     法 備    考 

菌核病  ○ 秋季播種の場合は、根雪前の生育が 7葉期以上に

なるよう、9月上旬までの播種を徹底する。 

○ 常発の場合は深耕を伴う更新

を行う。 

○ 抵抗性品種を用いる。 

モザイク病  ○ アブラムシならびに雑草の除去を徹底する。 ○ アブラムシ防除の項参照 

○ 被害茎葉はできるだけほ場か

ら除去する。 

斑点病  ○ いね科牧草も含め、過繁茂にならないようにす

る。 

 

アブラムシ

類 

 ○ 発生が多いときは早めに刈取りを行う。  

ウリハムシ

モドキ 

 ○ 過放牧や過剰な刈取りを避け、草勢を維持し、裸

地の侵入を避ける。 

 



３）飼料用とうもろこし 

病 害 虫 名 防 除 時 期 防     除     方     法 備    考 

ごま葉枯病 

すす紋病 

 ○ 長期連作を避け、ソルガム等を栽培する。 

○ 早期に播種し、初期生育を確保する。 

○ 被害茎葉はできるだけほ場から除去する 

○ 抵抗性品種を用いる。 

黒穂病  ○ 連年の発生が見られる場合は 3年以上他作物を栽

培する。 

○ 早期発見に努め、発病株は速やかに抜き取り、焼

却するか地中深く埋める。 

○ 抵抗性品種を用いる｡ 

萎凋病 

(根腐病) 

 ○ 早期に播種し、初期生育を確保する。 

○ 未熟堆きゅう肥を施用しない。 

○ 水により媒介されるので排水を良くする。 

○ 抵抗性品種を用いる｡ 

すじ萎縮病  ○ 多発ほ場では他作物を栽培する。 

○ 主な媒介昆虫であるヒメトビウンカの発生盛期 

（4月中旬～5月中旬）に出芽が合わないようにす

る。 

 

紋枯病  ○ 連作ならびに密植を避ける。  

アワノメイ

ガ 

 ○ 発生ほ場では、越冬源となる収穫後の刈株・茎は

ほ場に放置しない。 

 

アワヨトウ  ○ 産卵対象となるメヒシバなど雑草の防除に努め

る。 

 

タマナヤガ  ○ 雑草の防除に努める。 

○ 未熟堆きゅう肥を施用しない。 

 

ハリガネム

シ類 

 ○ 常発地での栽培は避ける。 

○ 永年草地からの転用後 1年目は好発することから

殺虫剤での防除も取り入れる。 

 

 

４）ソルガム 

病 害 虫 名 防 除 時 期 防     除     方     法 備    考 

紫斑点病  ○ 被害が広がる前に適期内に刈取る。 

○ 被害茎葉はできるだけほ場から除去する。 

○ 抵抗性品種を用いる。 

すす紋病  ○ 被害が広がる前に適期内に刈取る。 

○ 肥料切れしないように充分施肥する。 

○ 発病した畑では連作を避ける。 

○ 被害茎葉はできるだけほ場から除去する。 

 

アワヨトウ  ○ 産卵対象となるメヒシバなど雑草の防除に努め

る。 

○ 窒素肥料の多施を避ける。 

 

 



（２）農薬の使用方法
○飼料作物（殺菌剤）

飼
料
用
え
ん
ば
く

い
ね
科
牧
草

ま
め
科
牧
草

裸
黒
穂
病

雪
腐
大
粒
菌
核
病

菌
核
病

リ
ゾ
ク
ト
ニ
ア
菌
に
よ
る
病
害(

苗
立
枯
病
等)

ピ
シ
ウ
ム
菌
に
よ
る
病
害(

苗
立
枯
病
等
）

フ
ザ
リ
ウ
ム
菌
に
よ
る
病
害(

苗
立
枯
病
等
）

苗
立
枯
病

す
す
紋
病

根
朽
病

○
○

3 テブコナゾール シルバキュアフロアブル ○

○
○
○

7 メプロニル バシタック水和剤７５ ○

M3 チウラム キヒゲンＲ－２フロアブル 　 ○

M4 キャプタン オーソサイド水和剤８０ ○ ○

M3 チウラム ホクサンチウラム８０ ○ ○

7(C2) フルトラニル モンカット水和剤 ○

12(E2) フルジオキソニル ウイスペクト水和剤５ ○
※使用する際は農薬の容器（袋）のラベルを確認する。

有効成分名 薬剤名

飼
料
作
物

飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

1 チオファネートメチル トップジンＭ水和剤

3 プロピコナゾール チルト乳剤２５

FRAC
コード



○飼料作物（殺虫剤）
飼
料
用
え
ん
ば
く

（
播
種
用
種
子
）
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ア
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ラ
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ウ
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シ
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メ
ア
ブ
ラ
ム
シ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ウ
リ
ハ
ム
シ
モ
ド
キ

ウ
ン
カ
類

ム
ギ
ダ
ニ

ヨ
コ
バ
イ
類

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

タ
マ
ナ
ヤ
ガ

ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ

タ
ネ
バ
エ

ネ
キ
リ
ム
シ
類

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

ハ
ダ
ニ
類

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

ヨ
ト
ウ
ム
シ

ア
ワ
ヨ
ト
ウ

ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ
ヨ
ト
ウ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ
ヨ
ト
ウ

コ
ク
ヌ
ス
ト
モ
ド
キ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○

○
　 ○ ○
○

ダイアジノン ダイアジノン粒剤５ ②

3A シペルメトリン アグロスリン乳剤 ○

3A ペルメトリン ガードベイトＡ
○
①

○ ○ ○
スタークル液剤１０ ○
スタークルメイト液剤１０ ○
アルバリン顆粒水溶剤 ○
スタークル顆粒水溶剤 ○

チアメトキサム クルーザーＦＳ３０ 〇 〇
14 カルタップ パダンＳＧ水溶剤 ○ ○

トアロー水和剤CT ○
エコマスターBT ○
エスマルクDF ○
フローバックDF ○

- ヒドロキシプロピルデンプン 粘着くん水和剤 ○
1B ダイアジノン ダイアジノン粒剤５ ②

デルフィン顆粒水和剤 ○
サブリナフロアブル ○
チューレックス顆粒水和剤 ○ ○
ジャックポット顆粒水和剤 ○ ○
トレボン乳剤 ② ② ②
トレボンEW ② ②

トレボンエアー ② ②

トレボン粉剤DL ②
4A カルタップ パダンＳＧ水溶剤 ○
6 エマメクチン安息香酸塩 アファーム乳剤 ② ②
13 クロルフェナピル コテツフロアブル ② ② ②
22B メタフルミゾン アクセルフロアブル ② ②

② ② ②
②

② ②
②

② ②

ルミビアFS ②

② ②

② ② ②
※①：飼料用とうもろこし（青刈り）での登録、②：飼料用とうもろこし（子実）での登録
※使用する際は農薬の容器（袋）のラベルを確認する。

IRAC
コード

有効成分名 薬剤名

い
ね
科
牧
草

ま
め
科
牧
草

飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

ソ
ル
ガ
ム

1B

ＭＥＰ スミチオン乳剤

アセフェート オルトラン水和剤

4A

アセタミプリド モスピラン顆粒水溶剤

ジノテフラン

フルベンジアミド

11A ＢＴ(生菌)

11A ＢＴ(生菌)

3A エトフェンプロックス

28

クロラントラニリプロール
プレバソンフロアブル５

フェニックス顆粒水和剤



○飼料作物（忌避剤，誘因剤）
ま
め
科
牧
草
等

カ
ラ
ス

キ
ジ

ス
ズ
メ

ハ
ト

ム
ク
ド
リ

キ
ジ
バ
ト

カ
ラ
ス

キ
ジ

ス
ズ
メ

ハ
ト

ム
ク
ド
リ

キ
ジ
バ
ト

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
雄
成
虫

キヒゲン ○ ○ ○
キヒゲンＲ－２フロアブル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-(フェ) リトルア フェロディンＳＬ　注1) ○

M3 チウラム キヒゲンディーフロアブル ○ ○ ○
注１)性フェロモン剤の使用目的は雄成虫を誘引し，トラップとの併用により捕殺すること。　
注２)使用する際は農薬の容器（袋）のラベルを確認する。

飼
料
用

と
う
も
ろ
こ
し

ソ
ル
ガ
ム

M3 チウラム

FRAC
コード

有効成分名 薬剤名
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